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【令和２年度がスタートしました】 

  玉名市では、中学校区ごとに、小中一貫教

育が進められています。共通実践事項を定めた

り、研修を一緒に行い授業研究をしたりして、

義務教育９年間を見越して、子どもたちを育ん

でいるところです。その中で、有明中校区の「共

通学校教育目標」とめざす児童像も定められて

います。その目標を今年度変更しました。 

【有明中校区学校教育目標】 

「ふるさとを愛し、未来の創り

手となる児童・生徒の育成」 
【目指す児童像】 

〇明るく思いやりのある児童・生徒  

〇理想を持ち、学び合う児童・生徒    

〇あきらめず努力する児童・生徒 

〇健康な心と体を育む児童・生徒  

 そして、この児童像に育てたい力の３つを関

連づけて取り組みます。 

１「共感力」：思いやりあると関連 

２「考動力」：学び合うと関連 

３「やり抜く力」：あきらめず努力と関連 

それを受けて、今年度のスタートである始業

式では、「３つの育てたい力」についてお話をし

ました。昨年度も話しましたが、そのお話を紹

介します。 

紹介している図は、現在、大リーグに行っ

て大活躍している大谷翔平選手が、高校１

年生のとき、自分で考えた目標達成シート

です。「マンダラチャート」といいます。大

谷選手は、２年後のドラフト会議で、８球

団から１位指名を受けるということを目標

として設定しています。小さい頃からの夢

です。 

その夢の達成のために自分ができるよう

になることを８つ考えました。 

まず、大谷選手の代名詞でもある１６０

ｋｍ／ｈでは、体幹の強化等、ボールのキ

レでは、リストを強化等のように具体的に

目標を立てて取り組んでいっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、校長先生が素晴らしいと思った

のは、人間性と運についても考えているこ

とです。思いやり、礼儀、感謝、愛される

人間を挙げています。自分で運を呼び込む

ために挨拶、ゴミ拾い、道具を大切に、審

判さんへの態度、本を読むなどを考えてい

るのですね。これは本校で育てたい力とし

て設定している「共感力」につながる力で

す。 

次に大谷選手が、このチャートを考えて

いく中で高めているのが、「考動力」なので

す。自分の良さや課題に気付き、強みを伸

ばす練習を考えたり、弱みを克服する練習

を考えたり工夫することで、考動力が身に

ついていくのです。 

大谷選手は、この計画を試行錯誤しなが

らやり遂げます。そして、自分はやればで

きるんだという強い自信を身につけます。

この自信こそが「やり抜く力」なのです。 

みんなも、教室に帰って、学校生活での

目標を考えると思います。その時に、大谷

選手のことを参考にしてほしいと思います。   

そして、その実現のために毎日の生活で

意識して取り組んでいってください。 

※ホームページもご覧ください。できるだけ、

リアルタイムで情報を発信していきます。 
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※「自分で考えて行動する」意の造語です。 


